
ICT 活用 TIPS 商標登録について 
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機器 パソコン、スマートフォンまたはタブレット 

ソフトウェア（アプリ） 

特許情報プラットフォーム(J-PlatPat) 

 

何を使う 

 

・マーケティングの授業において、商品の「ネーミング」を考えさせる際に、現

在登録されている商標を調べ、自分が考えた「ネーミング」が商標登録されて

いるかを確認する。 

それをどう使う（それで何ができる） 

 

高校 商業 マーケティング 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここが変わる、活用メリット【ICT 活用 Before-After】 

【 Before 】 

○ 生徒個々が、思いついた名前を商品につける。 

【 After 】 メリット 

○ プラットフォームを利用することで、生徒が考えた名称が使用されてい

るかを、個々で確認することができる。 

〇 現在使用されている商標を知る活動から、名称を付ける重要性を学び、名

称を使用する権利及び著作権等の侵害についての学習が可能となり、深い

学びにつながる。 


